
























Identification of Baskets and Bundles of Their Materials  









多数の動植物遺体と共に編組製品 49 点や編組製品の素材を束状にした遺物 2 点（以下，素材束）が
出土した［下宅部遺跡調査団，2006a, b, c］。
　これらの編組製品の考古学的な所見による時期は，縄文時代中期に属する 1 点以外は，縄文時代
後期（一部晩期にまたがる）に属し，48 点のうち 23 点は後期前葉の第 7 号水場遺構周辺の河道合
流点付近で集中して出土している。









































路 2a の堆積物中から出土した。法量は残存長 16.0 cm，残存幅 6.5 cmである。分析試料はタテ材の






　素材束 1は，調査区Ⅱ流路 1a 中の第 8 号水場遺構の最下層から出土した。残存長 140 cm，幅
40 cmで，数本の稈が束状を呈して，同一方向にまとまって出土した。結束部は確認されていない




遺物名 調査区 グリッド 河道名 層位名 遺構名 遺物番号 時期 報告時名称
第51号編組製品 Ⅱ D9 流路2a 有機質層 - 4199 後期中葉 未報告
素材束1 Ⅱ D10 流路1a 最下層 第8号水場遺構 - 後期前葉 単子葉植物束1





　素材束 2 は，調査区Ⅲ流路 2 の堆積物中から出土した。残存長 50 cm，幅 6.5 cm で，数本の稈が
束状を呈して同一方向にまとまっており，中央部には肉眼観察では同じ素材で直交方向に数回巻い
た結束部がみられる［佐々木，2006］。素材は，直径 1.0 cm から 1.2 cm 程度の単子葉植物を割り裂い
ており，葉鞘は確認できない。分析試料は長さ 1.8 cm，幅 0.5 cm で，実体顕微鏡による観察では稈
の部分のみとみられた。考古学的な所見による時期は，縄文時代後期後葉である。
　なお，第 51 号編組製品と素材束 2 は下宅部遺跡調査団によるポリエチレングリコール 50％溶液
を常温含浸，素材束 1 は東都文化財研究所による真空凍結乾燥法で保存処理されていた。
1-4．河道堆積物 （第 51 号編組製品直下）







行った。灰化する工程は藤原［1976］を参考にして，はじめ毎分 5̊C の割合で 100 度まで温度を上







カーにとり，約 0.02 g のガラスビーズ（直径約 0.04 mm）を加える。これに 30% の過酸化水素水を
約 20～30 cc 加え，プレパラートの観察の妨げとなる有機物を分解するため，100̊C に設定したホッ
トプレートで約 1 時間熱して脱有機物処理を行う。処理後，水を加え，超音波ホモジナイザーで 5








第51号編組製品 4199 ○ ○
素材束1 － ○ －






　第 51 号編組製品（図版 2–1）：ネザサ節型とササ属の機動細胞珪酸体が検出された（図版 2–4，
2–3）。




植物珪酸体の個数は，試料 1 g あたりの検出個数である。
　観察の結果，ネザサ節型の機動細胞珪酸体が最も多く 119,000 個検出された。次いでササ属の機








ネザサ節型 ササ属 他のタケ亜科 キビ族 棒状型





　下宅部遺跡出土の第 51 号編組製品と素材束 1，素材束 2について灰化処理による植物珪酸体分析















ないものの，確認可能な部分で長さ 140 cmあるため，編組製品を編むための 1本の素材の長さと
してはそれ以上あったと想定される。素材束は，編組製品用に素材を割り裂きやすくするため，一
時的に水につけて柔らかくしていたと想定される。
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Identification of Baskets and Bundles of their Materials  
from the Shimo-yakebe Site, Tokyo Using the Plant Opal Phytolith Analysis 
YONEDA Kyoko and SASAKI Yuka
Baskets and bundles of their materials of the middle to latest Jomon periods were recovered at the 
Shimo-yakebe site, Tokyo. A result of material identification of those baskets showed that they were 
made of culms of subfam. Bambusoideae, but more minute identification was difficult with the anatomi-
cal observation. We succeeded to detect to identify a basket and two bundles of basket materials by 
observing plant opals formed in the graminaceous leaves using the plant opal phytolith analysis. We 
found plant opals of Pleioblatus sect. Nezasa or Sasa in some of the materials. Sediments of the river 
where the baskets were recovered yielded plant opals of Sasa. This indicated that Sasa grew near the 
site and could be use for basket weaving. Thus the plant opal phytolith analysis can be an effective tool 
to indentify basket materials.
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図版2　下宅部遺跡出土編組製品と素材束および現生アズマネザサの植物珪酸体
1．第51号編組製品の分析試料片，2．ネザサ節型機動細胞珪酸体（第51号編組製品），3．ササ属機動細胞珪酸体（第51号編組製品），
4．河道堆積物（第51号編組製品直下）のネザサ節型機動細胞珪酸体，5．素材束1の分析試料片，6．ネザサ節型機動細胞珪酸体（素
材束1），7．素材束2の分析試料片，8．現生アズマネザサ機動細胞珪酸体（所沢市北秋津）
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